
 

   

平成３１年４月２５日（２０１９） 第００７１号

号 
『ヒポクラテスのことば』 

院長メモ 

“おはようございます。”こちらに背を向けて仕事を

している某研修医。今日も返事がない。 

私は水曜日をクリニックの休診日として、某病院

放射線科で各種のレポート作成の仕事をさせて頂

いている。この研修医も、読影室に入出するよう

になって数年になるはずだが、会話はおろか挨拶

も交わさない状態が続き、私の水曜日は暗澹たる

気持ちでスタートするのである。 

 

 
30年近く前の話になるが、私は大学からの長期出張で、都立駒込病院の放射線診断部に単

身赴任していたことがある。臨床経験も浅い私にとって、ほとんどが初めての経験であった。

午前中は、血管内治療を含む血管造影検査と CT。午後は超音波検査と核医学検査、その合

間を縫うように各臨床科とのカンファレンスが続き、週一度の文献抄読会と病理標本切り出し

検討会。一般撮影を含むすべての画像の読影および学会の準備は、そのすべてが終ってから

のことで、浅学の私は仕事が深夜に及び、最後には検査室のベッドに泊り込む生活がほぼ 2

年続いた。 

私も自分なりにがんばったつもりであったが、驚いたのは当時放射線診断部長であった鈴木

謙三先生が、私の作成したつたないレポートを、一枚一枚シャーカステンの前で私に口頭試問

をしながら赤ペンで訂正して下さることだった。管理職のお忙しい身でありながら、年間 8,000

枚近い私のレポートが先生の赤ペンで埋められていった。 

また、インターベンションや超音波等のいわゆる直接の指導でしか身に付かない技術は、まさ

に手を取りながらの御指導を受けた。これらは、全国の大学から集まったすべての若い医師に

対して行なわれていた。 

岩手に帰る日が近づいたある日、私は先生に尋ねてみた。 

「なぜ先生は、私のようにすぐ自分の大学の帰ってしまうような者にまで、こんなに親切に指導

されるのですか？」今にしてみれば失礼なことを聞いたものである。 

先生は即座に「高橋先生はヒポクラテスの言葉をご存知ですか？」 

「内容はまったく知りません。」と答えた私に先生は、 

「その中に“医師たる者は自分が持っている知識、技術のすべてを後輩医師に見返りを期待せ

ず教え伝えなければならない。”という一節がありますよ。」とニコニコしながら答えられた。 

私はこんなことを真顔でおっしゃる先生のお話を黙って拝聴するしかなかったが、先生の私達

後輩の医師に対する想いが、若かった私にも少し分かったような気がした。 

 

“おはようございます。”今日も反応なし。 

“挨拶もまともに出来ないのか？まぁ教えられるような新しい知識もないけどさ・・・”と不機嫌な

気持ちになる私に“高橋先生はヒポクラテスの言葉をご存知ですか？”鈴木先生の穏やかな

声が聞こえたような気がした。                  （岩手県立中央病院 病院誌に寄稿） 

 



 

 

このマガジンは当クリニックホームページ（クリニック便り）でもご覧になれます。 

検 索 ゆとりが丘クリニック 

  

日 月 火 水 木 金 土 

4/28 4/29 4/30 1 2 3 4 

5 6 7  8  9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30 31  

 ○=休診日 ★=診療時間変更 

 ※都合により変更になる事がございます。ご了承願います 

（日曜・水曜・祭日は休診日です） ２０１９年５月 

★ ５月 ５日（日） 休日救急当番医 

 

★ ５月２５日（土） 午後休診 
             郡市医師会長協議会 

 出席の為 
 

 
               

 

 

 
  

 

            

  

 

午前検査外来 

 

午前検査外来 休日当番医 
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